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(54)【発明の名称】 有機ＥＬパネル

(57)【要約】
【課題】  電磁放射ノイズを低減した有機ＥＬパネルを
提供するものである。
【解決手段】  第一の電極１５は、第一の配線部１５ａ
と、ストライプ状に形成された陽極部１５ｂとを有す
る。第二の電極１８は、第二の配線部１８ａと、陽極部
１５ｂに交差する方向のストライプ状に形成された陰極
部１８ｂとを有する。発光層１７ｃは、第一の電極１５
と第二の電極１８の間に設けられる。基板１２と第二の
配線部１８ａの間に金属層１４及び絶縁層１６を順次設
ける。金属層１４は接地される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  基板と、少なくとも第一の電極と発光層
と第二の電極とを有し前記基板に積層される積層体と、
前記第二の電極に接続される陰極端子と、を有する有機
ＥＬパネルであって、前記第一の電極と前記第二の電極
の対向箇所からなる表示部の周囲に金属層を設けたこと
を特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】  第一の配線部を有する第一の電極と、第
二の配線部を有する第二の電極と、前記第一の電極と前
記第二の電極の間に設けられた発光層と、を少なくとも
有する積層体を基板に形成した有機ＥＬパネルであっ
て、前記基板と前記第二の配線部の間に金属層及び絶縁
層を順次設けたことを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項３】  前記基板と前記第一の配線部の間に金属
層及び絶縁層を順次設けたことを特徴とする請求項２に
記載の有機ＥＬパネル。
【請求項４】  前記金属層を接地したことを特徴とする
請求項１，請求項２または請求項３に記載の有機ＥＬパ
ネル。
【請求項５】  前記第一の電極はストライプ状に形成さ
れた陽極部を有し、前記第二の電極は前記陽極部に交差
する方向のストライプ状に形成された陰極部を有するこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項４の何れかに記載の
有機ＥＬパネル。
【請求項６】  前記陽極部と前記陰極部の対向箇所から
なる画素がマトリクス状に設けられた表示部を有するこ
とを特徴とする請求項５に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項７】  前記表示部の周辺に前記金属層を設けた
ことを特徴とする請求項６に記載の有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、第一の電極と第二
の電極で発光層を挟持した有機エレクトロルミネッセン
スパネル（以下、有機ＥＬパネルと記す）に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】図９に示すように、有機ＥＬパネル１
は、ガラス基板２上に積層体３を形成したものであり、
この積層体３は、透明電極４，絶縁層５，有機層６，ア
ルミニウム（Al）からなる背面電極７を有する。透明電
極４は、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）からなるものであ
る。有機層６は正孔注入層，正孔輸送層，発光層及び電
子輸送層からなるものであり、透明電極４と背面電極７
に挟持されている。
【０００３】積層体３は封止ガラス８に覆われており、
この封止ガラス８はガラス基板２に紫外線硬化性の接着
剤９で接着されている。透明電極４は陽極配線部４ａ及
び陽極部４ｂを有しており、背面電極７は陰極配線部７
ａ及び陰極部７ｂを有している。有機層６は、陽極部４
ｂと陰極部７ｂに挟持されており、有機ＥＬパネル１
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は、陽極配線部４ａと陰極配線部７ａに電源を接続する
ことにより発光する。有機ＥＬパネル１は、自発光型表
示素子であるため、液晶表示素子と比較すると、バック
ライト装置が不要であるという利点があり、種々幅広い
商品分野において注目されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】このような商品分野に
おける制御機器としては、マイクロコンピュータが用い
られることが一般的になっており、このマイクロコンピ
ュータに電磁放射ノイズの影響を与えない有機ＥＬパネ
ルが必要とされている。本発明は、この問題に鑑みなさ
れたものであり、電磁放射ノイズを低減した有機ＥＬパ
ネルを提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記課題を解
決するため、基板１２と、少なくとも第一の電極１５と
発光層１７ｃと第二の電極１８とを有し前記基板１２に
積層される積層体１３，２３，３３と、を有する有機Ｅ
Ｌパネルであって、前記第一の電極１５と前記第二の電
極１８の対向箇所からなる表示部の周囲に金属層を設け
たものである。
【０００６】また、本発明は、第一の配線部１５ａを有
する第一の電極１５と、第二の配線部１８ａを有する第
二の電極１８と、前記第一の電極１５と前記第二の電極
１８の間に設けられた発光層１７ｃと、を少なくとも有
する積層体１３，２３，３３を基板１２に形成した有機
ＥＬパネル１１，２１，３１であって、前記基板１２と
前記第二の配線部１８ａの間に金属層１４，２４，３４
及び絶縁層１６，２６を順次設けたものである。
【０００７】また、本発明は、前記基板１２と前記第一
の配線部１５ａの間に前記金属層２４及び前記絶縁層２
６を順次設けたものである。
【０００８】また、本発明は、前記金属層１４，２４，
３４を接地したものである。
【０００９】また、本発明は、前記第一の電極１５はス
トライプ状に形成された陽極部１５ｂを有し、前記第二
の電極１８は前記陽極部１５ｂに交差する方向のストラ
イプ状に形成された陰極部１８ｂを有するものである。
【００１０】また、本発明は、前記陽極部１５ｂと前記
陰極部１８ｂの対向箇所からなる画素がマトリクス状に
設けられた表示部２０を有するものである。
【００１１】また、本発明は、前記表示部２０の周辺に
前記金属層３４を設けたものである。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、ドットマトリクス型の有機
ＥＬパネルに本発明を適用した一実施形態を添付の図面
に基いて説明する。図１乃至図４は第一実施形態を示す
ものである。有機ＥＬパネル１１は、ガラス基板１２
（基板）に積層体１３を形成したものである。積層体１
３は、金属層１４，透明電極１５（第一の電極），絶縁
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層１６，有機層１７，背面電極１８（第二の電極）から
なるものであり、ガラス基板１３の後面に順次積層形成
されている。なお、図面が煩雑にならないように、図３
においては、絶縁層１６及び有機層１７を図示しない。
【００１３】金属層１４は、酸化スズ（SnO

２
）に酸化

インジウム（In
２
O
３
）をドープしたＩＴＯ（Indium Ti

n Oxide）からなるものであり、スパッタリング，イオ
ンプレーティング等の方法でガラス基板１２上に形成さ
れる。金属層１４は図示しない端子部でアース（接地）
されている。透明電極１５は、金属層１４と同じＩＴＯ
からなるものであり、金属層１４と同時に形成される。
透明電極１５は、陽極配線部１５ａ及び陽極部１５ｂを
有しており、ストライプ状になっている。
【００１４】絶縁層１６は、ポリイミド系の絶縁材料か
らなるものであり、金属層１４の上に積層されている。
絶縁層１６は、金属層１４と後述する陰極配線部１８ａ
の間を絶縁するものである。有機層１７は、正孔注入層
１７ａ，正孔輸送層１７ｂ，発光層１７ｃ及び電子輸送
層１７ｄからなるものであり（図３参照）、陽極部１５
ｂに積層されている。
【００１５】背面電極１８は、アルミニウム（Al）から
なるものであり、蒸着等の方法で形成される。背面電極
１８は、陰極端子部１８ａ及び陰極部１８ｂを有してお
り、陰極端子部１８ａは円弧状、陰極部１８ｂは透明電
極１５に直交する方向のストライプ状になっている。表
示部２０は、陽極部１５ｂと陰極部１８ｂの対向箇所か
らなる画素がマトリクス状に設けられたものであり、各
画素に定電流を選択的に付与することにより、種々の文
字や図形を表示する。
【００１６】図５乃至図７は第二実施形態を示すもので
ある。第一実施形態と同一の構成には同一の符号を付し
てその詳細な説明を省略する。
【００１７】有機ＥＬパネル２１は、ガラス基板１２に
積層体２３を形成したものである。積層体２３は、金属
層２４，絶縁層２６，透明電極１５，有機層１７，背面
電極１８からなるものである。なお、図面が煩雑になら
ないように、図７においては、絶縁層２６及び有機層１
７を図示しない。
【００１８】金属層２４は、ＩＴＯからなるものであ
り、ガラス基板１２の後面の略全面に形成される。絶縁
層２６は、金属層２４と略同一の領域で、金属層２４に
積層される。透明電極１５，有機層１７及び背面電極１
８は、絶縁層２６に積層される。
【００１９】図８は第三実施形態を示す図である。第一
実施形態と同一の構成には同一の符号を付してその詳細
な説明を省略する。
【００２０】有機ＥＬパネル２１は、ガラス基板１２に
積層体３３を形成したものである。積層体３３は、金属
層３４，絶縁層１６，透明電極１５，有機層１７，背面
電極１８からなるものである。なお、図面が煩雑になら*
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*ないように、絶縁層１６及び有機層１７を図示しない。
金属層３４は、ＩＴＯからなるものであり、ガラス基板
１２上に形成される。金属層３４は、陰極配線部１８ａ
とガラス基板１２の間に設けられる矩形部３４ａと、表
示部２０の周囲に設けられる帯状部３４ｂとを有してい
る。
【００２１】各実施形態は、金属層１４，２４，３４を
設け、この金属層１４，２４，３４を接地したことによ
り、陰極配線部１８ａから発生する電磁放射ノイズを低
減できる。また、第二実施形態では、金属層２４の帯状
部２４ｂを設けたことにより、陽極配線部１５ａから発
生する電磁放射ノイズを低減できる。また、第三実施形
態では、金属層３４の帯状部３４ｂを設けたことによ
り、表示部２０から発生する電磁放射ノイズを低減でき
る。
【００２２】なお、本実施形態はドットマトリクス型の
有機ＥＬパネル１１，２１，３１であったが、セグメン
ト型の有機ＥＬパネルにも本発明を適用できることは言
うまでもない。
【００２３】
【発明の効果】本発明は、基板と、少なくとも第一の電
極と発光層と第二の電極とを有し前記基板に積層される
積層体と、を有する有機ＥＬパネルであって、前記第一
の電極と前記第二の電極の対向箇所からなる表示部の周
囲に金属層を設けたものであり、電磁放射ノイズを低減
できる。
【００２４】また、本発明は、第一の配線部を有する第
一の電極と、第二の配線部を有する第の二電極と、前記
第一の電極と前記第二の電極の間に設けられた発光層
と、を少なくとも有する積層体を基板に形成した有機Ｅ
Ｌパネルであって、前記基板と前記第二の配線部の間に
金属層及び絶縁層を順次設けたものであり、電磁放射ノ
イズを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第一実施形態を示す断面図。
【図２】  同上実施形態を示す断面図。
【図３】  同上実施形態を示す正面図。
【図４】  同上実施形態を示す有機層の拡大断面図。

【図５】  本発明の第二実施形態を示す断面図。
【図６】  同上実施形態を示す断面図。
【図７】  同上実施形態を示す正面図。
【図８】  本発明の第三実施形態を示す正面図。
【図９】  従来例を示す断面図。
【符号の説明】
１１    有機ＥＬパネル
１２    基板
１３    積層体
１４    金属層
１５    第一の電極
１５ａ  第一の配線部
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１５ｂ  陽極部
１６    絶縁層
１７ｃ  発光層
１８    第二の電極
１８ａ  第二の配線部
１８ｂ  陰極部
２０    表示部 *
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*２１    有機ＥＬパネル
２３    積層体
２４    金属層
２６    絶縁層
３１    有機ＥＬパネル
３３    積層体
３４    金属層

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】
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